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押
韻
法
か
ら
検
討
し
た
『
楚
辭
』
九
辮
篇

の
成
立
時
期

野

田

雄

史

は
じ
め
に

現
行

本
楚
辭

に
牧
め
る
歌
辭

の
内
、
離
騒
や
九
章
等
が
屈
原
の
作
と
傳
え
ら
れ
て
き
た
の
に
封
し
て
、
九
辮
は
宋
玉
の
作
と
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
傳
説
の
眞
偽
は
さ
て
お
き
、
九
辮
が
離
騒
や
九
章
等
よ
り
も
時
期
的
に
遅
れ
て
成
立
す
る
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。

筆

者
は
先

に
拙
稿

「
押
韻
法
か
ら
検
討
し
た

『
楚
辭
』
離
騒
篇
の
成
立
事
情

i

奇
敷
句
末
韻

・
句
中
韻
を

手
掛
り
に
=

」

(
日
本
中
國
學
會
報
49

お
箋
)
に
お
い
て
離
騒
猫
自

の
特
色
あ
る
押
韻
法
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

そ
こ
で
は
偶
数
句
末

の
み
な
ら
ず

奇
数

句
末
で
も
押
韻
す
る
奇
数
句
末
韻
、
句
中
の
封
慮
す
る
同
じ
位
置
同
士
で
押
韻
す
る
句
中
韻
、
二
句
毎

で
は
な
く
四
句
毎
で
押
韻

す
る
隔

四
句
韻
、

一
つ
の
韻
を
二
韻

・
四
韻
に
と
ど
ま
ら
ず
長
く
使
う
連
績
韻
、
偶
数
句
末
の

一
字
の
み
で
は
な
く

二
字
以
上
が
同
時

に
押
韻

す
る
複
字
韻
、
偶
数
句
末
韻
に
奇
数
句
末
韻

・
句
中
韻
が
同
韻

で
複
合
し
た
形
、
等
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
押
韻

技
法

の
後
代

へ
の
影
響
に
つ
い
て
考
え
る
の
に
、
ま
ず
九
辮
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
そ
の
縫
承
關
係
や
分
量
か
ら
考
え
て
當
然
で
あ
ろ

う
。

そ
こ
で
本
稿

で
は
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
踏
ま
え
た
上
で
、
九
辮
の
押
韻
の
實
態
に

つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

「
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1

九
辮
の
押
韻
の
枠
組
み

筆
者

は

「押
韻
法
か
ら
槍
討
し
た

『
楚
辭
』
離
騒
篇
の
成
立
事
情
」

(前
出
)
で
、
離
騒
や
九
章

の
押
韻
を
考
え
る
上
で
中
古
音
韻

押
韻
法
か
ら
検
討
し
た

『
楚
辭
』
九
辮
篇
の
成
立
時
期

(野
田
)



中
国
文
学
論
集

第
二
十
七
号

を
使

っ
て
も
差
し
支
え
な
い
こ
と
を
論
じ
た
が
、
そ
の
際
、
そ
れ
ら
の
押
韻
に

・
十
六
撮
の
枠
組
み
で
考
え
て
、
偶
数
句
末
で
の
押
韻
を
殆
ど
説
明
で
き
る
。

・
平
上
去
の
通
押
は
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
三
聲
と
入
聲
と
の
通
押
關
係
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い
。

・
陰
陽

・
陰
入
の
相
配
に
よ
る
押
韻
も
殆
ど
見
ら
れ
な
い
。

と
い
う
特
徴
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
こ
の
三
鮎
は
、
九
辮
に
お
い
て
は
ど
う
な

つ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
九
辮
全
十
章

の
偶
数
句
末
'

の
押
韻
を
調
べ
る
と
、
次
の
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。

同
撮
同
聲

同
撮
異
聲

・

異
撮
同
聲

異
囁
異
聲

無

韻

=
1

1

4

伊

1

1

昂汐

1

1

伊

1

例

3

例 吐

(全
2
5
8
句

押
韻
例
の
数
字
に
は
押
韻
し
て
い
る
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
奇
数
句
を
も
含
め
て
い
る
)

離

騒
で
の
調
査
に
比
べ
る
と
囁
も
聲
調
も

一
致
す
る
比
率
が
格
段
に
増
え
て
い
る
。
聲
調
が
異
な
る
場
合
も
平
上
去
間

の
押
韻
で
あ

り
、

入
聲
と
の
押
韻
は
や
は
り
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
撮
が
異
な
る
場
合
も
母
音
韻
尾

・
子
音
韻
尾

・
鼻
音
韻
尾
の
枠
組
み
を
越
え
て

押
韻

し
合
う
と
い
う
こ
と
は

一
切
な
い
。
こ
の
離
騒
と
の
相
違
鮎
を
、
も
し
有
意
味
な
も
の
と
す
る
な
ら
、

「
十
分

に
中
古
音
の
音
膿

系
に
近
か

っ
た
離
騒
よ
り
も
、
九
辮

で
は
更
に
中
古
音
に
近
く
な

っ
て
い
る
」
と
結
論
付
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
詩
経
を
中

心
と

し
た
上
古
音
研
究
の
成
果
か
ら
見
る
と
、
雨
者
は
十
分
に
類
似
し
て
お
り
、

い
ず
れ
も
同
じ
音
韻
的
背
景
の
も
と
に
成
立
し
た
と

想
定
さ
れ
る
。

「2一

 

2
.
九
辮
第

=
章
の
句
の
構
造

押
韻
の
枠
組
み
に
關
し
て
は
、
今
は
こ
こ
ま
で
の
言
及
に
止
め
、
次
に
押
韻
法
に
つ
い
て
見

て
み
た
い
。
ま
ず
、
離
騒

・
九
章
に
見



え
る
句
形
の
種
類
と
、
押
韻
の
特
殊
技
法

・
成
立
時
期
等
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
こ
う
。
句
形
の
分
類
は
竹
治
貞
夫
氏

の

『楚
辞
研
究
』

(風
間
書
房

お
刈。。
)
に
定
義
さ
れ
て
い
る
以
下

の
類
型
を
使
用
す
る
。

九
歌
型

○
○
○
今
○
○

九
歌
に
用

い
ら
れ
る
句
形
。

九
章
の
渉
江
篇
が
こ
の
形
を
差
し
挾
ん
で
い
る
。

橘
頒
型

○
○
○
○

0
0
0
分

九
章
の
橘
頬
篇
に
用
い
ら
れ
る
句
形
。

橘
頬
篇
の
本
文

の
他
、
渉
江
篇

・
抽
思
篇

(B
)

・
懐
沙
篇

の
齪
に
も
用
い
ら
れ
る
。

離
騒
型

○
○
○
○
○
○
号

○
○
○
○
○
○

離
騒

・
九
章
諸
篇
に
廣
く
用
い
ら
れ
る
句
形
。

*
句
形
例
の
○

の
敷
は
必
ず
し
も

一
定
し
な
い

離

騒

・
九
章
諸
篇
の
成
立
時
期
に
關
し
て
は
岡
村
繁
氏

の

「楚
群
と
屈
原

ヒ
ー

ロ
ー
と
作
者
と
の
分
離

に
つ
い
て

」

(
日
本
中
國
學
會
報
18

一
8
①
)
及
び

「楚
辞
文
学
に
お
け
る

「
抽
思
」

の
位
置
」

(集
刊
東
洋
学

16

H8
①
)
で
推
定
さ
れ

て
い
る

他
、
拙
稿

「
押
韻
法
か
ら
検
討
し
た

『
楚
群
』
離
騒
篇

の
成
立
事
情
」

(前
出
)
で
も
更
に
い
く

つ
か
踏
み
込
ん
だ
推
定
を
行
な

っ
た
。

こ
の
拙
稿

で
掲
示
し
た
表
を
再
度
載
せ
て
お
く
。

=3「

 

押
韻
法
か
ら
検
討
し
た

『
楚
群
』
九
辮
篇
の
成
立
時
期

(野
田
)



中
国
文
学
論
集

第
二
十
七
号

離
騒
篇
及
び
九
章
諸
篇
の
押
韻
技
法
と
成
立
時
期

時

期

1234

A

4

B

4

C

句

中

韻

哀

郭

渉

江

惜

調

現

離

騒

?

奇

数

句
末
韻

抽

思

A

抽

思

B

懐

沙

思

美

人

連

績

韻

原

離

騒

現

離

騒

?

惜

往

日

悲

回

風

橘

頬

型

橘

頬

こ
れ

ら
の
離
騒

・
九
章
諸
篇
の
句
形
を
念
頭
に
置

い
た
上
で
九
辮
を
見
て
み
る
と
、
い
さ
さ
か
違
和
感
を
毘
え
る
の
を
禁
じ
得
な
い
。

楚
辭

の
文
艦
的
な
特
徴
は

「
分
」
字
で
あ
る
と

一
般

に
言
わ
れ
て
い
る
。
九
辮
に
も
確
か
に

「
号
」
字
は
使
わ
れ
て

い
る
が
、
少
し
趣

き
が
違
う
の
で
あ
る
。

で
は
、
離
騒
と
似
た
句
か
ら
見
て
み
よ
う
。
次
に
畢
げ
る
の
は
第
五
章
の
冒
頭
四
句
で
あ
る
。

何
時
俗
之
工
巧
号

背
縄
墨
而
改
錯

都
駅
騨
而
不
乗
号

策
驚
胎
而
取
路

「
3
字
+
虚
詞
+
2
字

(
⊥=
号
)」
と
い
う
、
最
も
典
型
的
な
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
例
え
ば
離
騒
篇

の
次
の
如
く

に
、
そ
れ
は
楚
餅

の
基
本
パ
タ
ー
ン
と
さ
れ
て
い
る
。

山豆
余
身
之
揮
映
号

恐
皇
輿
之
敗
績

一4「



こ
れ
は
離
騒
の
35

・
36
句
目
で
あ
る
。

こ
の
基
本
パ
タ
ー
ン
そ
の
ま
ま
の
パ
タ
ー
ン
は
、
決
し
て
多
く
は
な
い
に
せ
よ
、
離
騒
本
文

の
あ
ち

こ
ち
に
見
ら
れ
る
し
、
そ
の
他
の
句
も
、
多
少
基
本
パ
タ
ー
ン
と
の
出
入
り
は
あ
る
に
せ
よ
、
そ
の
攣
化
形

で
あ
る
こ
と
が
多

い
。

(虚
詞
は
な
い
場
合
も
あ
る
)
九
辮
も
然
り
で
あ
る
。
第
三
章

・
第
四
章

・
第
六
章

・
第
七
章

・
第
八
章

・
第

九
章

・
第
十
章
は
、

い
ず
れ
も
こ
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

こ
の
パ
タ
ー
ン
に
よ
ら
な
い
も
の
と
し

て
は
、
第
五
章
が
九
歌
型
の
句
を
四
句
挾
む
。
だ
が
、

こ

れ
は

九
章

の
中
の
渉
江
篇
に
見
え
る
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
第

二
章
は
全
編
九
歌
型

の
句
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
も
ま
た
、
九
章
の
中

に
橘

頬
篇

(
こ
ち
ら
は

「
橘
頬
型
」
だ
が
)
が
入

っ
て
い
る
の
に
似
る
。

し

て
み
る
と
、
違
う
の
は
第

一
章

で
あ
る
。
十
章

の
う
ち
、
僅
か

一
章
だ
け
が
違
う
。
し
か
し
、
冒
頭
の

一
章
で
あ
る
。
九
辮
を
讃

も
う
と
し
た
者
が
最
初
に
讃
む
筈
の
重
要
な

一
章

で
あ
る
。
そ
れ
が
、
同
じ
楚
餅
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
句
形
が
異
な

る
の
で
あ
る
。

悲
哉
秋
之
爲
氣
也

薫
麸
分
草
木
揺
落
而
攣
衰

こ
れ
が
第

一
章
の
冒
頭
二
句
で
あ
る
。
先
に
見
た
句
と
ま
る
で
構
造
が
違
う
。
奇
数
句
末
に
あ
る

「
べ
き
」

「分
」
字
が
二
句
目
の

三
字

目
に
來
て
い
る
。
も

っ
と
も
、
次

の
よ
う
に
句
切
り
を
攣
え
れ
ば
、

「奇
敷
句
末
に

「今
」
字
が
來
る
」

こ
と

に
は
な
る
。

悲
哉
秋
之
爲
氣
也
薫
班必
分△

草
木
揺
落
而
攣
衰

た
だ
、
こ
の
よ
う
に
句
切

つ
た
も

の
を
筆
者
は
知
ら
な
い
し
、
假
に
こ
う
攣
え
得
た
と
こ
ろ
で
、
根
本
的
に
構
造
が
違
う
の
は
攣
え

よ
う
が
な
い
。
3

・
4
句
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

僚
標
分
若
在
遠
行

登
山
臨
水
号
送
將
蹄

句
中

に

「分
」
字
が
置
か
れ
る
、
と
い
う
鮎
で
は
、
こ
れ
も

「
九
歌
型
」
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
が
、
九
歌
型

の

「号
」
字
の
位
置

は
、

句
の
眞
ん
中
、
も
し
く
は
や
や
下
、
が
通
例

で
あ
る
。

(
例
外
も
あ
る
)

吉
日
分
辰
良

穆
將
愉
分
上
皇

△

押
韻
法
か
ら
検
討
し
た

『
楚
辭
』
九
辮
篇
の
成
立
時
期

(野
田
)
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中
国
文
学
論
集

第
二
十
七
号

撫
長
剣
分
玉
珂

膠
鋳
鳴
分
琳
瑛

こ
れ
は
、
九
歌
第

一
篇
の
東
皇
太

一
の
冒
頭
四
句
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、

「
3
字
+
分
+
2
字
」
を
最
も
典
型
的
な

ス
タ
イ
ル
と

す
る

の
が
九
歌
型
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
に
述
べ
た

「
3
字
+
虚
詞
+
2
字

(
+
分
)」
と
い
う
離
騒
型

の
パ
タ
ー

ン
と
呼
鷹
す
る
。

し

か
し
、

こ
の
九
辮
第

一
章
は
こ
れ
と
は
異
な
る
の
で
あ
る
。
甚
だ
し
く
は
、
そ
の
績
き
で
あ
る
。

沢
蓼
号
天
高
而
氣
清

宗
崖
号
牧
濠
而
水
清

こ
れ
が
第

一
章
の
5

・
6
句

で
あ
る
。

「
2
字
+
分
+
2
字
+
虚
詞
+
2
字
」
と
な
る
。
全
く
型
破
り
な
構
造

で
あ
る
。

こ
れ
を
見

る
と
、
九
章
懐
沙
篇

の
次
の
部
分
を
想
起
す
る
。

胸
分
杏
杳

孔
静
幽
黙

欝
結
紆
珍
分

離
慾
而
長
鞠

こ
れ
は
、
九
章
懐
沙
篇
の
5
～
8
句
で
あ
る
。
5
句
目
で
は
、
先
に
見
た
九
辮
の
句
の
よ
う
に
、

一
句
の
中
の
上
寄
り
に

「
号
」
字

が
出

て
く
る
。

「
1
字
+
分
+
2
字
」
で
あ

つ
て
、
ち
ょ
う
ど
字
敷
を
半
分
に
し
た
具
合
で
あ
る
。
す
る
と
こ
れ
は
、
言
わ
ば

「懐
沙

型
」

な
の
だ
ろ
う
か
?
し
か
し
、

こ
の
形
が
懐
沙
篇
で
は
こ
の

一
箇
所
に
し
か
現
れ
な
い
の
に
封
し
て
、
九
辮
第

一
章

で
は
都
合
八
句

も
出

て
く
る
。

(第

一
・
第

二
句
の
句
切
り
を
攣
え
な
か

つ
た
ら
九
句
)
こ
れ
を
ー
～
Ⅱ
句
で
見
て
み
よ
う
。

01
0
02
0
0304

0
05

悲
哉
秋
之
爲
氣
也

薫
琶
分
草
木
揺
落
而
攣
衰

僚
慎
号
若
在
遠
行

登
山
臨
水
分
送
將
蹄

沢
蓼
分
天
高
而
氣
清

△

△
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O

o6

0

07

0

08

○

09

0

10

0

11

宗
崖
号
牧
濠
而
水
清

悟
懐
増
徹
分
薄
寒
之
中
人

愴
侃
憤
恨
分
去
故
而
就
新

炊
庫
分
貧
士
失
職
而
志
不
平

廓
落
号
罵
旅
而
無
友
生

慨
恨
号
而
私
自
憐

(句
の
最
初

の
敷
字
は
句
番
號
。
句
番
號
の
前
に
○
を
付
し
た
句
が
こ
こ
で
問
題
に
し
て
い
る

「
上
寄
り
の
分
」

を
持

つ
も
の
)

以

上
で
あ
る
。
な
お
、
11
句
目
は

「分
」
字
と

「
而
」
字
と
の
間
に
實
字
が
な
く
、
異
例

で
あ
る
。

一
見
何
か
が
脱
落
し
て
い
る
よ

う
に
も
見
え
る
が
、
字
を
補
う
異
本
や
そ
の
鮎
に
言
及
す
る
注
は
今
の
と

こ
ろ
筆
者
は
見
出
し
て
い
な
い
。
ま
た
、

こ
こ
は
本
稿

「
1
.

九
辮

の
押
韻
の
枠
組
み
」
で

「無
韻
」
に
勘
定
し
た
内
の

一
例
で
あ
る
。
前
後

の
9

・
10
句
等
と
通
韻

で
あ
る
、
と

い
う
説
も
あ
る
が
、

n
韻
尾
と

n
9
韻
尾

の
押
韻
は
九
辮
の
他
の
箇
所
に
は
見
え
な
い
の
で
、
そ
う
と
断
ず
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
。

そ
も
そ
も
こ
の
九
辮
第

一
章
は
、
全
編
を
通
じ
て
梗
撮
の
字
が
句
末
に
出
て
く
る
。
全
19
句
の
句
末
の
撮
の
み
を
通
覧
す
る
と
次
の

よ
う

に
な
る
。
01

止

02

止

03
梗

04

止

05

梗

06
梗

07
壕

08

藤

09

梗

10
梗

Ⅱ

山

12

止

13
梗

14
流

15

梗

16

止

17
梗

18
通

19

梗

(囁
の
上
の
数
字
は
句
番
號
)

注

3
に
畢
げ
た
通
韻
説
は
、
7

・
8
句
の
螺
擾
も
通
韻
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
7

・
8

・
11
句
末

の
人

・
新

・
憐
が
い
ず
れ
も
從

來

の
説
で
は
同
じ
く
上
古
音

「
眞
部
」

に
囑
す
る
た
め
で
當
然
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
こ
の
九
辮
第

一
章
は
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悲
哉
秋
之
爲
氣
也

薫
麸
分
草
木
揺
落
而
攣
衰

僚
懐
分
若
在
遠
行

登
山
臨
水
号
送
將
蹄

沢
蓼
分
天
高
而
氣
清

宗
崖
号
牧
濠
而
水
清

悟
棲
増
徹
分
薄
寒
之
中
人

愴
侃
憤
恨
号
去
故
而
就
新

攻
庫
号
貧
士
失
職
而
志
不
平

廓
落
分
覇
旅
而
無
友
生

個
恨
分
而
私
自
憐

燕
翻
翻
而
其
僻
蹄
号

鷹
擁
塵
而
南
遊
号

濁
申
旦
而
不
森
号

時
査
査
而
過
中
号

蝉
宗
漠
而
無
聲

鵬
鶏
嘱
晰
而
悲
鳴

哀
蜷
蝉
之
宵
征

寮
掩
留
而
無
成

(改
行
は

『
王
力
文
集
第
六
巻
』
に
擦
る
)

と
い
う
構
成
に
な
り
、

一
韻
到
底

の
如
き
勢
い
を
持
つ
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
中
間
七
句
を
後
半
八
句
か
ら
切

り
離
し
て
考
え
、

七
句

の
中
だ
け
で
考
え
た
場
合
、

3

・
4

・
7
句
で
押
韻
す
る
と
い
う
、
か
な
り
攣
則
的
で
は
あ
る
が
、

一
鷹

の
解
繹
は
つ
く
の
で
は

な

い
だ
ろ
う
か
。
蝶
囁
と
山
撮

の
押
韻
例
は
九
辮
の
中

に
は
な
い
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
從
來

の
上
古
音
研
究

で
は
と
も
に
同
じ

「眞

部
」
に
入
れ
ら
れ
る
し
、
九
章
に
は
押
韻
例
が
三
例
あ
る
の
で
、

n
と

n
9
の
押
韻
を
考
え
る
よ
り
も
無
理
は

な
い
。
そ
う
考
え

た
場

合
、
全
膣
を
通
し
た
リ
ズ
ム
は
多
少
攣
更
を
迫
ら
れ
る
。
再
び
句
末
の
掻

で
通
覧
し
て
み
よ
う
。
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01
止

02

止

03
梗

04

止



05
梗

06
梗

07

蝶

09
梗

10
梗

11

山

08
蝶

12

止

14
流
16

止

18

通

13
梗
15
梗
17
梗
19
梗

(撮
の
上
の
数
字
は
句
番
號
)

5
～
Ⅱ
句
で
構
成
さ
れ
る
中
間
の
七
句
は
、
7

・
8

・
11
と
い
う
押
韻
を
す
る
こ
と
は
勿
論
、
5

・
6

・
9

・
10
と
い
う
押
韻
も
し

て
お
り
、

「隔

四
句
韻
」
と

「
奇
敷
句
末
韻
」
を
足
し
て
毎
句
韻
に
し
た
よ
う
な
豪
快
さ
を
感
じ
る
。
更
に
は
、

こ
の
中
間
七
句
は
全

て

「
上
寄
り
の
号
」
を
用
い
た
句
で
構
成
さ
れ
、
四
句
中

二
句
の

「
上
寄
り
の
号
」
を
持

つ
1
～
4
句
と
は
關
連
が
あ

つ
て
も

(筆
者

は
3
句
目
の
梗
撮
も
偶
然
の

一
致
で
は
な
く
て
意
圖
的
に
配
さ
れ
た
と
見
る
)、
ご
く
普
通
の
離
騒
型

の
偶
敷
句
末
韻

で
ま
と
め
ら
れ

た
12
～
19
句
と
は
雰
園
氣
が
異
な
る
。
こ
の
5
～
Ⅱ
句

で
は
、
く
ど
い
程
交
錯
す
る
押
韻
と

「
上
寄
り
の
分
」
と
が
織
り
成
す
切
迫
し

た
氣
分
が
悲
肚
感
を
盛
り
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
盛
り
上
が
り
は

「
慨
恨
分
而
私
自
憐
」
と

い
う

11
句
目
で
静
か
に

終
わ

る
の
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、

こ
こ
の

「
号
」
と

「
而
」
の
間
は
、
や
は
り
脱
落
な
ど
で
は
な
く
、
最
初
か
ら
な
い
の
で
あ
ろ

う
○

「号
」
と
叫
ん
で
お
き
な
が
ら
、
何
も
言
う
こ
と
な
く

「
而
」
と
結
ば
ね
ば
な
ら
な
い
、
そ
こ
に
あ
わ
れ
み
の
情
が
あ
る
の
で
あ

る
。

こ
こ
で
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
て
し
ま

っ
た
以
上
、
残
り
八
句
は

「
齪
僻
」
と
さ
え
言

っ
て
よ
か
ろ
う
。
も
う
、
後
は
叫
ぶ
氣

力
は
な
い
の
だ
か
ら
。
以
上
の
構
造
の
分
析
を
も
と
に
、
次
に
九
辮
第

一
章

の
試
課
を
掲
げ
る
。
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悲
し
い
1
秋
の
こ
の
氣
分
、

薫

々
と
、
草
木
は
揺
れ
て
枯
れ
し
ば
む
。

心
寒
く
、
遠
い
道
の
り
を
行
く
か
の
よ
う
、

山
に
登
り
水
に
臨
ん
で
、
蹄
ろ
う
と
す
る
も
の
を
送
る
。

押
韻
法
か
ら
検
討
し
た

『
楚
辭
』
九
辮
篇
の
成
立
時
期

(野
田
)
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十
七
号

ぽ

っ
か
り
と
、
天
は
高
く
風
は
さ
や
か
に
、

は
る
ば
る
と
、
流
れ
を
た
た
え
て
水
は
滑
ら
か
、

痛
々
し
く
て
泣
き
た
い
、
う
す
ら
寒
き
に
お
る
人
、

口
惜
し
く
嘆
か
わ
し
い
、
古
き
は
捨

て
ら
れ
新
し
き
に
向
か
う
。

う
ら
め
し
く
、
男
子
職
を
失

つ
て
心
中
穏
や
か
な
ら
ず
、

落
ち
ぶ
れ
て
、
旅
路
に
あ

っ
て
友
は
な
く
、

悲
し
く
て
、

…

そ
し
て

一
人
慰
む
。

燕
は
ひ
ら
ひ
ら
と
い
と
ま
を
乞
い
、
蝉
は
ひ

つ
そ
り
と
聲
を
た
て
な
い
.

雁
は
鳴
い
て
南
を
指
し
、
鵬
鶏
は
鳴

い
て
悲
し
げ
。

一
人
夜
明
け
を
迎
え
て
眠
ら
れ
ず
、

こ
お
ろ
ぎ

の
夜
行
く
を
哀
し
む
。

時
は
刻
々
と
移
ろ
い
ゆ
く
が
、
あ
あ
足
踏
み
し
て
も
の
に
な
ら
な
い
。

(行
末
の
○
△
×
の
注
記
は
押
韻
箇
所

○

:
梗
囁

△

:
止
揚

幻
:
藤
撮

紐

:
山
囁
)
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3

.

九
辮
第

一
章
の
位
置
付
け

前
章
課
に
見
る
よ
う
に
、
九
辮
第

一
章
は

「
上
寄
り
の
号
」
と
い
う
濁
特

の
句
形
と
し
つ
こ
く
交
錯
す
る
攣
則
的
な
押
韻
法
と
を
用

い
て
、
主
人
公
の
悲
肚
感
を
演
出
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
第

一
章
は
九
辮
全
膿
の
中

で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。

筆
者
は
前
章

で
、
離
騒

・
九
章
諸
篇

の
句
形
か
ら
見
る
と
九
辮

の
句
形
は

「
い
さ
さ
か
違
和
感
を
畳
え
る
」
と
書
い
た
。
だ
が
、

そ
れ
は
、
よ
く
よ
く
見
れ
ば
全
十
章

の
内
の
僅
か

一
章
の
こ
と
で
あ
り
、
総
體

と
し
て
は
そ
う
雰
園
氣
が
異
な
る
わ
け

で
は
な
い
。
い

や
、
ま
さ
に
九
章

そ
の
ま
ま
の
世
界
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
渉
江
篇
さ
な
が
ら
に
離
騒
型
に
九
歌
型
の
句
を
挾
み
込
ん
だ
第



五
章
。
橘
頬
篇

の
よ
う
に
別
の
句
型

で
統

一
さ
れ
た
第
二
章
。
そ
し
て
、
離
騒
型
の
パ
タ
ー

ン
を
踏
ん
で
作
ら
れ
て
い
る
そ
の
他
の
諸

篇
。
第

二
章
か
ら
第
十
章
ま
で
、
併
せ
て
九
篇
。
こ
れ
が
、
九
章
諸
篇
と
数
も
含
め
て
似
て
い
る
の
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
?

九
辮
は
九
章

に
封
す
る
オ

マ
ー
ジ

ュ

(あ
る
作
品
に
封
す
る
傾
倒
の
結
果
そ
の
技
法
や
構
成
を
借
り
て
産
み
出
さ
れ
る
二
次
作
品
)

と
し

て
作
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
の
が
筆
者

の
推
測
で
あ
る
。
筆
者
が
そ
の
思
い
を
最
も
強
く
し
た
の
は
、
渉
江
篇

に
似
た
第
五
章

の
存
在
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
九
篇
の
ま
と
ま
り
は
鯨
り
に
も
九
章
諸
篇
に
似
て
い
る
の
で
あ
る
。
丁
度
、
後
世
揚
雄
が

離
騒

の
膿
に
倣

っ
て
反
離
騒
を
作

っ
た
よ
う
に
、
九
辮
の
作
者
も
九
章
を
自
ら
の
手
で
再
現
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
う
考
え
る
と
、
天
間
篇
に
出
て
く
る
古
代
の
歌
鮮

の
名
を
取

つ
て

「
九
辮
」
と
名
付
け
た
の
も
頷
け
よ
う
。
九
辮

の
第
二
～
第
十
章

の
作
者
は
、
自
身
が
言
わ
ば
楚
群
の
愛
好
者

で
も
あ

つ
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
形
式
上
全
く
異
な
る
第

一
章
は
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
?
筆
者
の
前
章
の
よ
う
な
違
和
感
を
抱

い
て
は
、
オ

マ
ー

ジ

ュ
も
何
も
あ

っ
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
ず
、
作
者
は
同

一
か
。
作
者
が
異
な
る
と
す
る
と
、
そ
れ
を
同
じ
九
辮
の
枠
組
み
に
入
れ
た

編
者

は
誰
な
の
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
四
つ
の
可
能
性
が
あ
る
。

'

(1
)

作
者
は
同

一
で
あ
る
。

(2
)

作
者
は
異
な
る
。
編
者
は
第

二
～
第
十
章

の
作
者
。

(3
)

作
者
は
異
な
る
。
編
者
は
第

一
章
の
作
者
。

(4
)

作
者
は
異
な
る
。
編
者
は
第
三
者
。

ま
ず
、

(
1
)
の
可
能
性
は
低
い
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
第

二
章
～
第
十
章

に
は
、
九
章

・
離
騒
の
傳
統
を
縫
ぐ
押
韻
技
法

が
殆
ど
活
か
さ
れ

て
い
な
い
の
で
あ
る
。
第

一
章

で
か
な
り
豪
快
な
押
韻
技
法
を
見
せ
た
作
者
で
あ
れ
ば
、
必
ず
九
章

・
離
騒
の
押
韻

技
法
を
理
解
し
て
い
て
、
そ
の
知
識
と
技
術
を
他

の
九
篇
に
も
注
ぎ
込
ん
だ
筈
で
あ
る
。
例
え
ば
、
第

五
章
は
渉
江
篇
を
模
し
て
い
る

の
だ

か
ら
、
そ
の
中
に
は
必
ず
句
中
韻
が
綺
麗
に
織
り
込
ま
れ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
技
法
は
使
わ
れ
て

い
な

い
。
こ
れ
が
、

(
1
)
の
可
能
性
が
低
い
と
す
る
理
由

で
あ
る
。

次

に
、

(
3
)
は
有
り
得
な
い
。
第

二
～
第
十
章

に
九
章

・
離
騒
の
押
韻
技
法
が
用

い
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
は
、
そ
の
作
者

の
頃

に
は
こ
れ
ら
の
押
韻
技
法
が
磨
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
後

に
第

一
章
を
作
る
技
術

が
生
ま
れ
る
と
は

押
韻
法
か
ら
検
討
し
た

『楚
鮮
』
九
辮
篇
の
成
立
時
期

(野
田
)
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考
え

に
く

い
。
第

一
章
は
第

二
～
第
十
章
に
先
駆
け
て
成
立
し
た
と
考
え
た
方
が
よ
い
。
ま
た
、
既
に

「
九
辮
」
と
し
て
成
立
し
て
い

る
も

の
に
、
後
か
ら
絵
人
が
確
た
る
理
由
も
な
く
自
作
を
差
し
挾
む
、
と
い
う
の
も
考
え
に
く
い
。
例
え
ば
、

こ
れ
が

「
九
辮
」
と
い

う
名
な
の
に
八
篇
し
か
詩
が
残

っ
て
な
い
、
と
い
う
事
情
で
も
あ
れ
ば
別
で
あ
る
。
し
か
し
、
事
實
は
第

一
章
を
入
れ
て
十
篇
に
な
る

の
で
あ
る
。

す

る
と
、

(
2
)
か

(4
)
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
筆
者
は
そ
れ
を
ど
ち
ら
か
に
決
す
る
だ
け
の
材
料
を
今
は
持
た
な
い
。

た
だ
、

い
ず
れ
に
せ
よ

「
九
章
」
の
オ
マ
ー
ジ

ュ
と
し
て
作
ら
れ
た

「
九
辮
」
の
巻
頭
を
飾
る
た
め
に
第

一
章

の
位
置
が
選
ば
れ
た
の

で
あ
り
、
ま
た
そ
の
位
置
が
與
え
ら
れ
る
か
ら
に
は
、
そ
の
作
者
は
楚
辭

の
傳
統
を
受
け
縫
ぐ
作
者
で
あ
る
と
周
知
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
想
像
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
確
か
に
傳
統
を
受
け
縫
い
で
い
る
と
公
認
さ
れ

て
い
る
詩
篇
を
冒
頭
に
置
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
九
辮
全

膿
の
灌
威
付
け
を
圖

つ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

4

九
辮
の
そ
の
他
の
詩
の
押
韻
技
法

前
章

で
は
、
第

一
章
以
外

の
九
辮
諸
篇
に
は
離
騒

・
九
章
の
傳
統
を
受
け
縫

い
だ
押
韻
技
法
が
使
わ
れ

て
い
な
い
こ
と
を
書
い
た
。

果
し

て
本
當
に

一
つ
も
な
い
の
だ
ろ
う
か
?

實

は
、
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
が
、
ち
ょ

っ
と
攣
わ

つ
た
押
韻
法
が
あ
る
に
は
あ
る
。
第
六
章

に
そ
れ
は
現
れ
る
。

窺
美
申
包
得
之
氣
盛
分

恐
時
世
之
不
固

何
時
俗
之
工
巧
分

滅
規
築
而
改
墾

掲
取
介
而
不
随
今

願
慕
先
聖
之
遺
教

庭
濁
世
而
顯
榮
今

○

:
宕
囁
入
聲

△
:
敷
撮
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非
余
心
之
所
樂

與
其
無
義
而
有
名
分

寧
窮
庭
而
守
高△

2
句
目
は
先
に
無
韻
と
し
た
内
の

一
つ
で
あ
り
、
押
韻
し
な
い
。
そ
し
て
、
4
句
目
と
8
句
め
と
が
押
韻
す
る
。

「隔

四
句
韻
」

で

あ
る
。

そ
の

一
方
で
6
句
目
と
10
句
目
も
別
個
に
押
韻
す
る
。
や
は
り

「隔
四
句
韻
」
で
あ
る
。

「隔
四
句
韻
」
が

互
い
に
交
錯
し
て

ま
る

で
奇
数
句
末
韻
と
偶
敷
句
末
韻
の
交
錯
が
持

つ
よ
う
な
氣
分
を
得
る
よ
う
で
あ
る
。

他

の
押
韻
的
特
徴
と
し
て
は
、
第

二
章
の
毎
句
韻
が
あ
る
。

こ
れ
は
全
1
8
句
全
て
韻
を
踏
む
と
い
う
徹
底
し

た
も
の
で
あ
る
。

(換
韻

は
さ
れ

て
い
る
)
こ
れ
は
、
恐
ら
く
九
歌
型

の
句
を
用
い
た
か
ら
そ
う
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
九
歌
の
諸
篇

に
は
毎
句
韻
が
多

い
。

こ
の
第

二
章

の
そ
れ
が
、
九
歌
の
押
韻
に
影
響
を
受
け
て
そ
う
な

っ
た
の
か
、
は
た
ま
た
九
歌
型
と
い
う
句
形

の
持
つ
本
質
的
な

要
求

な
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
句
形
が
原
因
で
あ
る
の
は
疑
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

他

に
、

一
韻
を
や
や
長
く
使
う
傾
向
が
な
い
で
も
な
い
が
、
九
章
悲
回
風
篇

の
そ
れ
の
よ
う
な
大
規
模
な
も
の
で
は
な
く
、
四
句
と

か
六
句
と
か
い

っ
た
具
合

で
あ
る
の
で
取
り
上
げ
る
ほ
ど
で
も
な
い
。

総

じ
て
、
九
辮
第
二
～
第
十
章
は
、
押
韻
技
法
上
の
工
夫
に
乏
し
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

一13「

 

5

九
辮
の
成
立
時
期

さ

て
、
こ
れ
ま
で
九
辮
諸
篇
の
押
韻
法
や
句
の
構
造
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
外
見
的
特
徴
か
ら
、

そ
の
成
立
し
た
時

期
が
少
し
で
も
窺
え
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
の
最
後

に
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず

、
筆
者
は
先
に
、
九
辮
は
九
章
に
封
す
る
オ
マ
ー
ジ

ュ
で
は
な
い
か
、
と
推
測
し
た
。
だ
と
す
る
と
、
九
章

の
九
篇
が
ひ
と
ま

と
ま

り
の
も
の
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
十
分
に
流
布
し
た
後

に
成
立
し
た
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
從
來
の
説
と
矛
盾
し

な
い
し
、
特
に
目
新
し
い
意
見
で
も
な
い
。

次

に
、
押
韻
の
枠
組
み
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
離
騒

・
九
章
の
も
の
を
縫
承
し
て
い
る
。
や
や
時
代
的
懸
隔
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、

押
韻
法
か
ら
検
討
し
た

『
楚
辭
』
九
辮
篇
の
成
立
時
期

(野
田
)



中
国
文
学
論
集

第
二
十
七
号

地
理
的
に
は
鯨
り
攣
わ
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
先
に

「
更
に
中
古
音

に
近
く
な

っ
て
い
る
」
と
言
い
、

「
い
ず
れ
も
同
じ
音
韻
的
背

景

の
も
と
に
成
立
し
た
」
と
言

つ
た
が
、
そ
れ
は
、
同
じ
系
統
で
や
や
違
い
が
あ
る
、
と
い
う

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
本
稿
で
明
ら
か
に
な

っ
た
こ
と
と
し
て
、
奇
数
句
末
韻

・
句
中
韻
が
な
い
こ
と
が
畢
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
前
代
の
押
韻

技
術
を
縫
承
で
き
て
い
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
音
韻
膿
系
は
、
そ
こ
で
生
活
す
る
言
語
集
團
が
攣
化
し
な
け
れ
ば
前
代

の
も
の

を
縫

承
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
技
術
は
、
技
術
者
集
團
が
機
能
し
な
が
ら
存
在
し
て
い
な
い
と
決
し
て
前
代
の
も
の
を
縫
承

で
き
な
い
。

即
ち
、
九
章

・
離
騒
と
九
辮

の
成
立
時
期

の
間
に
は
、
言
語
集
團
は
大
き
く
攣
化
し
な
い
が
技
術
者
集
團
は
維
持

で
き
な
い
程
度

の
何

ら
か

の
攣
化
が
あ

っ
た
こ
と
が
豫
想
さ
れ
る
。
そ
れ
は
何
か
。

考

え
得
る
の
は
職
齪
で
あ
る
。
膣
制
の
崩
壌
で
あ
る
。
例
え
ば
楚
の
滅
亡
。
例
え
ば
秦
帝
國
の
崩
壌
。
或
い
は
項
羽
勢
力

の
衰
退
。

楚
を
中
心
に
起

こ
つ
た
も

の
に
注
目
す
れ
ば
、
や
は
り
職
國
の
楚
が
秦
に
滅
ぼ
さ
れ
た
の
が
最
も
大
き
い
で
あ
ろ
う
咲
そ
の
場
合
、
九

章

・
離

騒
は
亡
國
を
豫
見
す
る
文
學
と
し
て
、
九
辮
第

一
章
は
楚
の
逸
民
の
遺
産
と
し
て
、
九
辮
第

二
～
第
十
章
は
往
時
を
偲
ぶ
懐
古

と
し

て
、
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
勿
論
こ
れ
は
傳
説
な
の
だ
が
、
項
羽
が
最
後
の
夜
に
聞
い
た

「
楚
歌
」
と
は
、
も
し
か
し
た
ら

古
え
の
楚
王
室
を
思
い
起

こ
さ
せ
る
九
章
や
離
騒

で
あ
り
、
彼
は
そ
れ
を
亡
國
の
宣
告
と
し
て
聞

い
た
か
も
し
れ
な
い
、
と
さ
え
思
え
る
。

九
辮

の
作
者
は
宋
玉

で
あ
る
、
と
い
う
傳
説
が
あ
る
。
だ
が
、
彼
が
普
通
言
わ
れ
る
よ
う
に
楚
の
末
期
の
詩
人
だ

つ
た
と
す
る
と
、

少
な
く
と
も
九
辮
第
二
～
第
十
章
は
彼
の
手
に
は
蹄
し
得
な
い
。
た
だ
、
終
末
期
の
楚

の
文
化
を
傳
え
る
九
辮
第

一
章
を
作

つ
た
、
と

い
う

こ
と
は
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
、
彼
が
屈
原
を
縫
ぐ
楚
辭

の
大
家
と
し
て
傳
承
さ
れ

て
い
つ
た
の
も
頷

け
る

こ
と
で
あ
る
。

以
上
は
多
く
推
測
に
基
づ
く
。
項
羽
と
劉
邦
の
楚
漢
封
立
時
代
を
挾
ん
で
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
も

っ
と
別

の
事
件
だ

つ
た
か

も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
九
章

・
離
騒
の
成
立
と
九
辮
の
成
立
と
の
間
に
は
、
職
齪
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
決
定
的
な
異
攣
が
起
き
た
、

と
い
う

こ
と
は
ま
ず
間
違

い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
そ
の
未
曾
有

の
大
異
攣
は
前
代
の
華
麗
な
押
韻

技
法
を
消
し
去

っ

て
し
ま

っ
た
。
そ
し
て
、
新
し
い
時
代
に
な
る
と
、
既
に
忘
れ
ら
れ
た
過
去
の
技
術
に
な

っ
て
し
ま

つ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
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お
わ
り
に

九
辮
を
押
韻
面
か
ら
考
察
し
て
み
る
と
、
そ
の
結
果
は
實
に
味
氣
な
い
も
の
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
九
章

・
離
騒
で
花
開

い
た
押
韻
技
法
は
果
し
て
完
全
に
失
わ
れ
て
し
ま

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
他
の
詩
篇
と
の
更

な
る
比
較
考
察
を

含
め

て
、

こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。

注

(
1

)
432

 

(
5
)

な
お
、

同

じ
も

の
を

。
h
t
t
p
:
/
/
m
e
m
b
e
r
.
n
i
f
t
y
.
n
e
.
j
p
/
l
i
s
a
i
/
n
d
/
h
t
m
"

、
で
も

見

る

こ
と

が

で
き

る
。

ま

た
、

そ

の
注

1

で
鰯

れ

て
あ

る
h
t
t
p
:
/
/
p
w
e
b
.
a
r
.
a
i
x
.
o
r
.
j
p
/
~
l
i
s
a
i
"

の
U

R
L

は
現
在

は
存

在

し
な

い
。

・

九
辮

の
分
章

は
諸

説
あ

る

が
、
本

稿

で
は
通
行

本

の
十
章

の
分

類

に
從
う

こ
と
と
す

る
。

江

有
詰

「
楚

餅
韻

讃
」

(
『
音

學
十

書
』

所
牧

)
、

王
力

「
楚
辭
韻
讃

」

(
『
王

力
文
集

第

六
巻
』

所
牧

)
等

は

そ

の
説

で
あ

る
。

n
韻
尾

と

n
9
韻

尾
と

が
同

時

に
押
韻
位

置

に
現
れ

る
例

は
、

こ
こ

で
問

題

に
な

っ
て
い
る
梗
撮

と
擦

囁

が
九
章

惜
諦

篇

と
離
騒

に

一
例

つ

つ
、
梗

囁

と
山
撮

が

九
章
哀

郭
篇

に

一
例
あ

る
他

、
通

擾
と

山
囁

の
例

が
離

騒

に

一
つ
あ
る
。

こ
れ

ら

の
解
繹

に

つ
い
て
は
現

在

の
と

こ
ろ
保
留

と
し

た

い
。

ま
た
、

九
章

抽
思
篇

(
A
)

に
は
宕
囁

と
山
囁

の
例

が

一
つ
あ

る
が
、

こ
れ

に
關

し

て
は
、
筆

者

は

「
隔

四
句
韻

」

と

い
う
押

韻
法

の
存

在

の
可
能

性
を

拙
稿

「
『
楚

群
』

九
章

渉

江
篇

の
形

式

に

つ
い
て

押
韻

と

朗
諦

リ
ズ

ム
の
關
係

の
検
討

」

(
中

國
文
學

論

集

25

一8

①
)

で
指

摘

し

て

n

・

n

9
通
押

を

否
定

し

た
。

本
稿

で
鰯
れ

て

い
る
九
辮

第

一
章

の

こ

の
箇

所

も

言
わ
ば

「
隔

四
句
韻
」

の
攣

形

で
あ

る
。

第

五
章

の
後

半
か
ら

第

六
章

に
連

績

さ

せ

て
、

「
固
」

を

「
同
」

の
間

違

い
と

し
、

そ

の
前

の
句

末
と

押
韻

さ
せ

よ
う

と

い
う
意

見
が
傳

統

的

に
あ
る
。

例

え
ば
朱

烹

の

『
楚
辭
集
注

』

に
は
、

固
,
當

作
同
,

叶

通
、

從
、

論
、
容

韻
。
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押
韻
法
か
ら
検
討
し
た

『
楚
群
』
九
辮
篇
の
成
立
時
期

(野
田
)



(
6

)

中

国

文
学

論
集

第

二
十

七
号

(
固
、

當

に
同

に
作

る

べ
く
し

て
、
通

・
從

・
論

・
容

韻
と

叶

す
。
)

善

本
此

章
誤

分

「
窺
美

申

包
得
」

以

下
爲
別

章
,

井
誤

以
同

字
爲

固
字

,
既

断
語

脈
,

又

不
叶
韻
,

又
使
章

敷
増

減

不
定
,

今
皆

正
之
。

(
奮

本
は

此

の
章
誤

り

て

「
霜
美

申
包

胃
」

以
下

を
分

か

ち

て
別

章

と
爲

し
、
井

び

に
誤

り

て
同

字
を

以

つ
て
固
字
と

爲
す

に
、
既

に
語
脈

断
た
れ
、

又
韻
を
叶

せ
ず
、

又
章
敷

を
し

て
増

減
定
ま

ら
ざ
ら

し
む

る
に
、

今
皆

な
之
を

正
す
。
)

と

あ
る
。

ま

た
、

竹
治

貞
夫

氏

の

『
楚

群
研

究
』

に

「
霧

美
中

包
胃

」

の

二
句

は
、

端
を

改

め

て
下

を
起

こ
す

も

の

で
は

な
く

て
却

っ
て

「
何
時

俗
」

以
下

の
句

が

一
ま

と
ま

り
を
成

し
、

と

あ

る
が
、

一
方

で
第

四
章

が

霧

悲

夫
恵
華

之

曾
敷

号

紛
旛

旋
乎

都
房

何
曾
華

之

無
實

号

從

風
雨
而

飛
麗

と

い
う
、

こ

の
第

六
章

と

酷
似

す

る
表
現

で
始

ま

る

こ
と

に

つ
い

て
は
何
も

鰯
れ

て
い
な

い
。
確

か

に
第

五
章

は

、

何
時

俗

之

工
巧
分

背
縄

墨

而
改
錯

と

い
う
表

現

で
始
ま

つ
て

い
る

の
で
、
例

え
ば

こ
れ

を
基

に
第

六
章

の
冒

頭

二
句
を
第

五
章

の
末

尾

に
編

入
す

る
、
と

い
う

論
も

あ

る
か

も
し

れ
な

い
.

し

か
し
、

そ
れ

と
同

じ
程
度

に
は
、

こ
の
第

四
章

と

の
酷
似

を
鍵

に
、

と
も

に
章

の
開

始

の
表
現

と

し

て
意

識
さ

れ

た
、

と
考

え
る

こ
と

も

で
き

る

の
で
あ

る
。

し
か
も
、

朱
熹

の
言
う
押

韻

の
解
決

に
し

て
も
、
分

章

を
攣
更

し

た
上

で
、
更

に
字

の
訂

正

が
必

要
な

の

で
あ

る
。

こ

の
ま

ま

で
文
脈

が
通

じ

に
く

い
と
も

思
え

な

い
し
、
鯨

り
有

力

な
説

と
は

言
え

な

い
で
あ

ろ
う
。

こ

の
状

態

で
、
奇

敷

句
末

も
直

後

の
偶
数

句
末

と
同

じ
韻

の
字

を
使

え
ば
、

第

一
章

5
～

Ⅱ
句

の
よ
う

な
形

に
な
る

の

で
あ
る
。

も

っ
と

も
、
だ

か

ら
と

言

っ
て
、

こ
の
第

六
章

の
方
が

古

い
、

と

ま

で
言
え

る

か
ど
う

か
は

疑
問

で
あ

る
。
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